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また.PISA (Programme for International Stu-
dent Assessment)調査 (国立教育政策研究
所.2004). TIMSS (Trends in International 
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f直 類似性 持幸 釈
日 . 41~1.00 高い 学習内容を構造約に把援し、ょく
王星第している。
0 . 30~0.41 やや直告し、 学習内容をかなり構造約に把握し、
王星綴している。
普通 学習内容をやや構造的に把握し>1
O.ZI~ ふ 30 終しているが、不十分なととろが
ある。
0 .I I~O.21 やや低い 学湾内容の構造的な関連や内容の
理協が乏しし、。
低、、 学習内容の繕造的な関漣や内容の
o ~0 . 11 王重量需がほとんどなされていなν。
表 1
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t， 第4学年 第5学年 第E学年 第4学年 第5学年 ~Ô学年
0.41 以上~1 ∞ 。 。 。∞z 2.94l 。∞首
0.30~0.4 1 未満 。 。 。∞z 。∞z 263% 
021~O.30 。 2 2 。∞耳 5.88% 5.26嵩
0.11~021 4 3 8 15.38% 8.82% 21D5% 
。~0 .11 2 28 27 84.62¥ 82.35% 71.05% 



















t. 第4学年 3事5学年 2吉右学年 ~4学年 第5学年 第S学年
0.41 以上~1 ∞ 2 10 3.85% 5.88% 2632% 
03~OA1 未満 8 3.85l 2B4% 21 C拓也
0.2' ~0.30 3 日 5 11.54¥ 23.53首 13.16事
。 11 ~02 1 2 4 3 7.69~ 11.76覧 7.89覧
。~O.ll 19 19 12 7308% 5.8覧 31.58覧













学年 問題 人数 平均 標準偏差
4年生 26 0.0381 0.0434 
4年生 21 26 0.0877 0.1242 
5年生 34 0.0592 0.1107 
5年生 21 34 0.1251 0.1545 
6年生 38 0.0676 0.0823 
6年生 21 38 0.3080 0.2576 
各学年間で人数が異なるため， 調和平均の人
数を用いて分散分析を実施した その結果，交
互作用が有意で、ある ことが判明した (F(2 95) = 
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定した結果，有意な差は見られなかった.
第5学年における問題の単純主効果を検定し
た結果，有意水準 10%で有意であった (F(1 






















































1 23 4 5 6 7 8 
図5 t，の平均値とらの平均値の聞の差
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図7 t，の平均値と t2の平均値の聞の差














(第5学年下位群)p < 0.05 
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(第6学年上位群)p < 0.01 
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内容です。Iちがいはいくつjで学ん
だ内容は、次のような内容です。この
ことから、 r1-10の数」で学んだ内
容を使って、 Iあわせていくつjや fち
がいはいくつjの内容がわかりますね。
このつながりを、このような矢印を引
いて表すことにします。
また、みなさんは rOJという数も
1年生の時に学びましたね。rOJと
「合わせていくつjを知っていること
で、 roをふくむたしざんJができるのです。このつながりを
このような矢印を引くことで表すこと
同じように、 rOJi: rちがいはい
くつjを知っていることで、 roをふ
くむひきざんJができます。このつな
がりを、とのような矢印を引いて表す
ことにします。
さあ、これで roのたしざん止ひき
ざんjを6つに分けた学習内容どうし
のつながりを振り返ることができまし
た。
それでは、今から本番のテストに入
ります。その前iこ、鉛筆と消しゴム、先ほど書いた roのた
しざんとひきざんjのプリ ントの3つだけを机の上に置いて、
他のものは机の中にしまいましょう。テスト時間は15分です。
ここからは、先生の指示にしたがって、 テストを始めます。
それでは、テスト用紙と資料の配布を、先生よろしくお願い
致します。J
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